
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
民
衆
の
活
動
に
つ
い
て
の
考
察

-
重
装
歩
兵
階
級
を
め
ぐ
っ
て
ー

シ
ュ
メ
ル
人
の
発
明
に
つ
い
て

中
世
農
業
革
命
と
庶
民
の
生
活

古
代

エ
ジ
.フ
ト
に
お
け
る
王
権
観
に
つ
い
て

ー
神
王
理
念
の
形
成
と
そ
の
変
遷
ー

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
的
精
神
の

一
考
察

古
代

エ
ジ
プ
ト

ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
で
き
る
ま
で
i

☆

☆

☆

☆

カ

ロ
リ

ン
グ
国
家
の
形
成

啓
蒙
思
想
の
展
開

中
世
イ
ギ
リ

ス
の
王
権
と
初
期
議
会

西
欧
中
世
初
期
の
商
業
と
都
市

1
・北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
ー

☆

☆

☆

☆

ナ
チ
ズ

ム
の
興
隆
と
そ
の
支
持
基
盤

本
間
香
奈
子

毛
頭

宗
春

森
本

厚
子

横
畠

雅
恵

米
満
み
ゆ
き

迫
田

敦

石
田

厚
子

猪
原

真
也

川
井

由
夏

菊
池

意
幸

梶
並

浩
三

一

.

◇

奈

良

の
街

も
、

野

も
山

も

、

一
面

の
銀

世

}

編

集

後

記

一

・
界

と
な

っ
た

。

十

二
月

に
入

っ
て

二
度

目

で

あ

る
。

な

お
、

雪

は
舞

う

。

身

の
ひ

き

し

ま

る

思

い
が

す

る
。
寒

さ

の

せ

い
ば

か
り

で

は

な

い
。

厳

粛

な

気
持

で
、

『
奈

良

史

学

』

を

世

に
送

り
出

し

た

い

と

い
う

願

い
も

重

な

っ
て

い
る

。

◇

多

く

の
方

々

の
協

力

を
得

て
、

な

ん

と
か
第

一
号

の
刊

行

に
ま

で

こ
ぎ

つ
け

る

こ

と
が

で
き

た
。

学

問

的
水

準

は
高

く
、

教

育

的

効

果

に
も

配

慮

し

た

い

と

い
う
希

望

が
、

編
…集

部

に
は

あ

る

。
第

二
号

、

第

三
号

と
号

を
重

ね

る

こ

と

で
、

さ

ら

に
充

実

を

は

か
り

た

い
。

◇

『
奈

良

史

学

』

は
、

単

な

る
論

文

発

表

の
場

で

は

な

い
。
学

内

に

お
け
る
研
究
活
動

へ
の
刺
激
と
、
学

外
と
の
交
流
、
そ

こ
に
主
た
る
ね
ら

い
が
あ
る
。
史
学

会

の
発

展

の
た

め
、

ご
助
言
を
お

寄
せ
戴
け
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

奈

良

史

学

第

一
号

一
九

八
一、一年
十

二
月
発
行

奈
良
市
宝
来
町

一
一ご
二
〇

奈
良
大
学
文
学
部
内

発

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会
長

菅

野

正

電
話

(O茜
二)四
四-

一
二
五
一
(代
)

振
替

大
阪
九
ー
三
一
五
九
四
九
番

印

刷

所

「(有

)
藝
林

美
術
出
版

社

一73-一 一



奈
良
大
学
史
学
会
会
則

第

一
条
(名
称
)

本
会
は
、
奈
良
大
学
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
(目
的
)

本
会
は
、
歴
史
学
の
研
究

・
教
育
の
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
(事
業
)

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

つ

ぎ
の
事
業
を
行
な
う
。

O

機
関
誌

『
奈
良
史
学
』
の
刊
行

　口

研
究
会
お
よ
び
講
演
会
の
開
催

㊨

そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
諸

事
業

第
四
条
(事
務
局
)

本
会
の
事
務
局
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
字

科
研
究
室
に
お
く
。

第
五
条
(会
貝
)

本
会
の
会
員
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
教

員

・
学
生
、
お
よ
び
入
会
希
望
者
を
も

っ
て
構
成
す
る
。

第
六
条
(会
費
)

本
会
の
会
員
は
、
下
記
の
会
費
を
納
人
す
る
。

会
費

の
変
更
は
、
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

教
員
会
員

年
額

二
、
○
○
○
円

学
生
会
員

年
額

一
、
○
○
○
円

そ

の

他

年
額

一
、
○
○
○
円

第
七
条
(役
員
)

本
会
に
下
記
の
役
員
を
お
く
。

会

長

一

名

副

会

長

一

名

監

事

二

名

委

員

若
干
名

第
八
条
(役
員
の
選
出
)

会
長
は
、
奈
良
大
学
史
学
科
主
任
教
授

が
こ
れ
に
あ
た
る
。

そ
の
他

の
役
員
は
会
長
が
委
嘱
す
る
。

第
九
条
(役
員
の
職
務
)

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
括

す
る
。

副
会
長
は
、
会
長
を
輔
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
こ

れ
に
代
る
。

監
事
は
、
会
計
監
査
を
担
当
す
る
。

委
員
は
、
運
営

・
会
計

・
庶
務
な
ど

の
会
務
を
分
担
す
る
。

第

一
〇
条
(役
員
の
任
期
)

役
員
の
任
期
は
、

一
年
と
す
る
。
但

し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第

=

条
(総
会
)

総
会
は
、
年

一
回
開
催
し
、
会
務
報
告
を
行

な
う
。

第

一
二
条
(経
費
)

本
会
の
経
費
は
、
会
費

・
補
助
金
お
よ
び
そ

の
他
の
収
入
を
も

っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

第

⊃
二
条
(会
計
年
度
)

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月

…
日

か
ら
始
ま
り
翌
年
三
月
三
卜

一
日
ま
で
と
す
る
。

第

一
四
条
(会
則
変
更
)

本
会
の
会
則
の
変
更
は
、
総
会
の
議
決

に
よ
る
。

附
記

こ
の
会
則
は
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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